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ボルノーにおける

「ディルタイ思想」解釈の一考察レジュメ

「体験・表現・理解」概念に着目して

梅光女学院大学  広 岡 義 之

 周知のごとく、ディルタイ（W．Dilthey，1833-1911）においては、精神

科学の基礎づけの問題が終始一貫したライフワークとなったが、そこでは人

間の精神生活はいっでも「全体」が第一義的なものであり、それは一つの構

造連関（der Strukturzusammenhang）として捉えられていた。発展は構造

連関を基礎としてのみ可能となる、と言われる所似でもあろう。全体として

の構造連関こそが、私たちの生の現実であり、個々の精神活動を規定してい

るわけで｛それはけっして人間の思惟によって構成されるものではないから、

私たちがこの人間の構造連関を具体的に把握する可能性は、それを分析し、

記述する以外に方法は存在しない、と考えられる。ディルタイはこのような

仕方で事象を認識することを、従来の自然科学的認識における、仮説を立て

てする「説明」に対して、「理解」として特色づけている。それでは表現と

理解の関連はどのようなものであるのか。人間の精神生活は自己自身を外的

世界で表現する必然性をもっている。人間は表現することにおいて、自己を

完成させてゆく。このように、精神生活の表現として実現される外的なもの

の中に表現されている内的なものを把握することが理解の方法に他ならない。

ここでの理解とは、表現の理解のことであり、また表現とは体験の表現のこ

とである。われわれの体験的事実、また精神生活の体験は、元来、知覚や表

象・判断・感情などが互いに内面的に結合して構成されている。こうした人
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間の体験を、その本質から捉えるためには、先述の「理解」という認識形態

によるほかはない。

 このディルタイ自身の論述の方法は、あらゆる一面的な誇張を避け、簡略

化した図式や要約を極度に嫌う傾向が回り、またそこから彼独特の慎重な表

現を生み出す結果になった、とボルノーは考えている。しかし本稿ではディ

ルタイ自身の基本的態度の詳細な提示は、ある程度無視せざるをえなかった。

その代わり、ボルノーの眼を通して、ディルタイ自身の断面的な思想を再検

討することで、そこに存する意義や矛盾点を可能な限り明瞭に描き出すこと

が本稿の目的とするところである。そのため、ディルタイ思想の中核の一つ

である「体験・表現・理解」概念から展開されるべき、精神科学的教育学も

しくは解釈学的教育学の可能性については本稿では触れることはできず、今

後の課題としなければならない。
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A Study on the lnterpretation of

“Dilthy's Thought” by O．F． Bollnow

．．．An Aspect of the Concept of

“Experience， Expression and Underst，anding”．

Baiko Jo Gakuin College

    Yoshiyuki Hirooka

    As is generally known， the problem of laying the foundation of the

Geisteswissenschaft （spiritual science ） is consistently the lifework for

W． Dilthy． ln the spiritual life of human being， “the whole” is always

the most important fact， and it is grasped as a “structtiral-relevancy”

X（der Strukturzusammenhang）．

    It is said that the development becomes possible only when it is

based on the struCtural-relevancy． Only the structural-relevancy as the

whole is the reality of our life'， and i七prescribes each spiri加a1．activity．

We think that the structural-relevancy is not constructed by the thought

of the human being． Therefore the only possibility of concretely grasp-

ing the structural-relevancy of human being is to analize it and describe

it． Dilthy characterized recognizing a phenomenon in such a way as

“understanding” （verstehen）， as opposed to “explanation” which had

been'done by buildihg up a hypothesis as in usual natural scientific

recognition． What is the relationship between “expression” and

“understanding”？ The spiritual life of human being has inevitability to

express himself in outside world． Human being accomplishes himself in
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giving expression to his-feelings． Thus， the method of “understanding”

is nothing but grasping the internal in external expressions that is the

realization of the spiritual life． Here understanding means understand-

ing of expressioil， and expression signifies the expression of the

experience． Our experiential fact or our experience of the spiritual life

consists． of internal conections between “a sense perception” and “a

symbQl”， “a judgement”， and “feelings”． The only way to essentially

grasp such an experience of human being is by the form o．f recognition

as “ 浮獅р?窒唐狽≠獅р奄獅〟h， as previously stated．

     Bollnow believes that the method of argument by Dilthy himself

has a strong tendancy to dislike simplified schema or summary and to

avoid every one-side exaggeration， resulting in his own particular ca're-

ful expression． But in this paper， 1 must ignore the detailed presen-

tation of the foundamental attitude of Dilthey himself to a certain，

extent．

     Because the purposes of the present paper are，by reexamining a

fragmentary thought of Dilthy through Bollnow's point of view， to

depict its significance ．and contradictions as clearly as possible．

Therefore， 1 do not discuss on the-possibility of the geisteSwissenschaft

（mental science） or hermeneutisch P5dagogik （interpretative education）

which should be de．veloped on the concept of “experience， expression and

understanding”， one，of the central cohcepts of Dilthy's thought． This

possibility would be the problem to be solved．
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1
体
験
・
表
現
・
理
解
概
念
を
中
心
に

広
 
岡
 
義
 
之

一
 
問
題
の
所
在

 
周
知
の
ご
と
く
、
デ
ィ
ル
タ
イ
（
乏
．
U
 
爵
①
ざ
一
八
三
一
ニ
ー

一
九
＝
）
に
お
い
て
は
、
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
の
問
題
が

終
始
一
貫
し
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
人
間

の
精
神
生
活
は
い
つ
で
も
「
全
体
」
が
第
一
義
的
な
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
一
つ
の
構
造
連
関
（
餌
曾
O
Q
茸
。
蓉
霞
N
自
。
。
p
旨
目
Φ
ロ
ー

げ
9
品
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
発
展
は
構
造
連
関
を
基

礎
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
所
構
で
も
あ
ろ

う
。
（
-
）
西
村
皓
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
る
少
年
の
非
行
を
例

に
と
り
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
少
年
非

行
」
と
い
う
一
つ
の
現
実
も
、
た
ん
に
表
面
的
に
特
殊
な
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
少
年
の
背
後
に
は
、

非
行
と
い
う
行
為
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
複
数
の
事
情
が
存

在
し
、
そ
の
行
為
発
生
の
原
因
を
探
究
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
少

年
の
精
神
生
活
・
社
会
的
・
家
庭
的
・
心
理
的
環
境
な
ど
の
要

素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
非
行
に
は
し
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
全
体
と
し
て
の
構
造

連
関
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
生
の
現
実
で
あ
り
、
個
々
の
精
神
活

動
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
人
間
の
思
惟

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
私
た
ち
が
こ
の

人
間
の
構
造
連
関
を
具
体
的
に
把
握
す
る
可
能
性
は
、
そ
れ
を

分
析
し
、
記
述
す
る
以
外
に
方
法
は
存
在
し
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
。
「
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
事
象
を
認
識
す

る
こ
と
を
、
従
来
の
自
然
科
学
的
認
識
に
お
け
る
、
仮
説
を
立

て
て
す
る
」
『
説
明
』
に
対
し
て
、
『
理
解
』
と
し
て
特
色
づ
け

た
」
（
、
）
が
、
こ
れ
は
今
日
で
は
す
で
に
有
名
な
言
説
と
な
っ
て
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ボ
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デ
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い
る
。
た
だ
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
念
頭
に
お
い
て
い
た
自
然
科

学
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
一
八
七
〇
年
頃
は
存
在
し
た
が
、
現
代
の

物
理
学
に
お
い
て
は
も
は
や
現
存
し
な
い
、
と
の
ボ
ル
ノ
ー

（
○
．
円
切
○
匿
○
多
一
九
〇
三
一
一
九
九
一
）
の
指
摘
も
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。
（
3
）

 
さ
ら
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
精
神
科
学
の
関
わ
る
領
域
は
、
個

人
・
家
族
か
ら
さ
ら
に
は
国
家
・
文
化
体
系
や
人
類
全
体
へ
と
、

つ
ま
り
人
間
的
・
社
会
的
・
歴
史
的
状
況
す
べ
て
の
範
囲
を
含

む
も
の
と
捉
え
た
う
え
で
ハ
こ
の
範
囲
の
す
べ
て
の
根
底
に
は

絶
え
ず
人
間
の
精
神
的
営
み
が
関
与
し
て
い
る
、
と
考
え
て
い

る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
生
の

「
現
わ
れ
」
（
象
Φ
ピ
Φ
げ
①
霧
ぎ
ω
。
。
①
同
巨
σ
q
）
と
し
て
存
在
す
る
。

そ
れ
を
「
端
的
に
い
え
ば
、
社
会
、
国
家
、
教
会
な
ど
の
よ
う

な
諸
制
度
、
さ
ら
に
は
芸
術
、
科
学
、
哲
学
な
ど
、
彼
（
デ
ィ

ル
タ
イ
）
の
い
う
と
こ
ろ
の
客
観
的
精
神
（
半
年
○
豆
①
犀
漸
く
①

Ω
①
溢
げ
）
な
い
し
生
の
客
観
態
（
臼
①
0
9
①
犀
点
く
p
江
○
昌
9
①
。
。

冒
Φ
げ
①
話
）
は
、
す
べ
て
こ
れ
精
神
生
活
の
表
現
で
あ
る
。
」
（
、
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
そ
れ
で
は
表
現
と
理
解
の
関
連
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

の
か
。
人
間
の
精
神
生
活
は
自
己
自
身
の
う
ち
に
自
分
を
外
的

世
界
で
表
現
す
る
必
然
性
を
も
っ
て
い
る
。
人
間
は
表
現
す
る

こ
と
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
内
的
な
も
の
が
外
的
な
も
の
と
結

び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を
完
成
さ
せ
て
ゆ
く
。
「
こ
の
よ

う
に
、
精
神
生
活
の
表
現
と
し
て
成
立
す
る
外
的
な
も
の
を
手

が
か
り
と
し
て
そ
の
中
に
表
現
さ
れ
て
い
る
内
的
な
も
の
を
把

握
す
る
こ
と
が
理
解
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
」
（
，
）
こ
こ
で
の
理

解
と
は
、
表
現
の
理
解
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
表
現
と
は
体
験

の
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
体
験
的
事
実
、
ま
た
精

神
生
活
の
体
験
は
、
元
来
、
知
覚
や
表
象
・
判
断
・
感
情
な
ど

が
互
い
に
内
面
的
に
結
合
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
間
の
体
験
を
、
そ
の
本
質
か
ら
捉
え
る
た
め
に
は
、
先
述
の

「
理
解
」
と
い
う
把
握
形
式
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
。

 
そ
こ
で
本
稿
の
目
的
は
、
主
に
ボ
ル
ノ
ー
の
デ
ィ
ル
タ
イ
解

釈
を
基
軸
と
し
て
、
体
験
・
表
現
・
理
解
と
い
う
デ
ィ
ル
タ
イ

の
主
要
概
念
を
分
析
し
た
う
え
で
、
ボ
ル
ノ
ー
の
デ
ィ
ル
タ
イ

批
判
を
通
し
て
う
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
く
る
デ
ィ
ル
タ
イ
思
想
の

独
自
性
と
と
も
に
彼
の
矛
盾
点
や
限
界
を
描
き
出
す
こ
と
に
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
に
大
き
く
依
拠
し
て
き

た
精
神
科
学
的
教
育
学
に
と
っ
て
、
特
に
「
理
解
」
概
念
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
と
い
う
重
要
な
考
察
は
本
稿
で

は
展
開
で
き
ず
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

二
 
体
験
と
理
解
の
関
わ
り

 
そ
れ
で
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
体
験
と
表
現
と
理
解
の
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基
本
的
な
連
関
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
理
解
は
体
験
を

前
提
と
す
る
の
で
あ
り
、
所
与
の
も
の
は
体
験
で
あ
る
、
と
デ
ィ

ル
タ
イ
は
考
え
る
が
、
西
村
に
よ
れ
ば
、
体
験
を
前
提
と
す
る

理
解
が
、
体
験
の
狭
さ
と
主
観
性
を
全
体
的
な
普
遍
性
に
解
放

す
る
と
き
は
じ
め
て
、
そ
の
体
験
は
生
活
経
験
と
な
る
の
で
あ

る
。
（
，
）
さ
ら
に
ボ
ル
ノ
ー
は
、
他
者
の
表
現
が
本
質
的
に
親
し

み
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
自
己
の
体
験
の
中
に
移
し
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
理

解
に
対
す
る
体
験
の
逆
行
的
な
依
存
性
」
（
，
）
は
次
の
言
説
へ
と

結
び
つ
い
て
ゆ
く
。
つ
ま
り
、
体
験
は
、
理
解
が
体
験
の
主
観

性
を
超
え
て
全
体
性
の
領
域
に
入
る
こ
と
に
よ
り
生
の
経
験
が

成
立
し
、
こ
こ
に
体
験
を
理
解
か
ら
、
理
解
を
体
験
か
ら
漸
次

的
に
解
明
す
る
関
係
も
確
立
す
る
。
（
、
）

 
こ
こ
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い
う
理
解
の
能
力
が
言
い
表
さ
れ
て

い
よ
う
。
す
な
わ
ち
噛
「
他
者
の
生
の
理
解
中
に
私
自
身
の
体

験
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
こ
の
生
が
、
私
の
特

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

殊
な
生
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
普
遍
的
な
核
」
（
9
）
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
。
換
言
す
れ
ば
、
理
解
と
は
、
個
人
の
体

験
の
制
約
性
を
打
ち
破
り
、
同
時
に
個
人
の
体
験
に
生
活
経
験

と
い
う
普
遍
性
を
与
え
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
体

験
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
知
る
も
の
は
、
つ
ね
に
単
な
る
特
殊

な
わ
れ
わ
れ
自
身
の
生
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
じ
つ

は
む
し
ろ
、
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
個
別
的
体
験

の
拘
束
は
止
揚
さ
れ
、
さ
ら
に
個
人
的
な
体
験
に
生
の
経
験
の

性
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
0
1
）
し
か
し
ま
た
、
た
ん
な

る
体
験
か
ら
の
み
出
発
す
る
理
解
は
、
主
観
的
恣
意
的
な
も
の

に
堕
す
る
し
、
逆
に
理
解
が
た
ん
に
客
観
性
を
求
め
て
抽
象
的

形
式
的
表
現
に
上
す
べ
り
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
そ
の
理
解
は

た
ん
な
る
記
号
と
し
て
の
言
語
に
堕
す
る
で
あ
ろ
う
。
（
1
1
）

 
と
こ
ろ
で
、
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
「
他
者
の
生
の
理
解
の
中

で
、
私
が
私
自
身
の
体
験
に
対
応
す
る
も
の
を
再
発
見
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
私
自
身
の
特
殊
な
生
に
つ
い
て
の

知
と
思
わ
れ
た
も
の
が
、
生
一
般
の
知
へ
と
拡
大
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
」
（
2
1
）
こ
こ
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い
わ
ゆ
る
「
生
の
諸
統
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

の
共
通
性
」
と
し
て
の
経
験
が
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
（
3
1
）
そ
れ

ゆ
え
精
神
科
学
に
お
い
て
、
理
解
は
共
通
性
に
よ
っ
て
普
遍
性

を
獲
得
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
体
験
の
第
一
の
特
徴
と
は
、
「
他
人
の
理
解

に
よ
っ
て
、
特
殊
性
か
ら
共
通
性
と
普
遍
性
へ
と
高
め
る
」
（
4
1
）

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
第
二
の
特
徴
は
、
「
自
己
の
体

験
の
内
容
的
な
拡
大
」
に
看
て
と
れ
る
。
自
己
の
生
は
つ
ね
に

制
約
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
自
己
の
体
験
の
可
能
性
は
き
わ
め

て
狭
い
領
域
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
「
こ
こ

に
他
人
の
生
の
理
解
が
登
場
す
る
と
、
そ
の
中
で
自
己
の
特
殊
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性
の
限
界
を
超
え
て
、
人
間
の
生
の
可
能
性
の
多
様
性
の
全
体

が
、
到
達
可
能
」
（
5
1
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
西
村
は
次
の

よ
う
に
言
う
。
「
す
な
わ
ち
、
他
人
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
己
の
体
験
の
不
明
瞭
な
所
は
明
瞭
と
な
り
、
主
観
の
狭
い

見
解
の
故
に
生
じ
た
誤
謬
は
改
善
さ
れ
、
体
験
そ
の
も
の
が
拡

大
さ
れ
て
完
成
す
る
と
と
も
に
、
他
面
で
は
自
己
体
験
を
通
し

て
他
人
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

る
。
」
（
6
1
）
と
。

 
た
と
え
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
芸
術
の
能
力
を
上
述
の
自
己
の

生
の
拡
大
の
方
向
で
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
詩
人

と
は
、
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
の
す
べ
て
の
内
的
経
験
を

他
人
の
実
存
へ
と
移
行
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
重
曹
は
自
分
が
個

人
的
に
体
験
不
可
能
な
事
柄
を
理
解
し
か
つ
形
態
化
す
る
の
で

あ
る
。
（
7
1
）
そ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
他
人
の

生
の
理
解
に
よ
っ
て
、
人
間
は
自
己
の
特
殊
な
視
野
の
一
面
性

か
ら
解
放
さ
れ
、
全
面
的
な
生
の
経
験
へ
と
拡
大
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
」
（
8
1
）
と
。
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
も
ま
た
「
体
験
は
は
か
り

が
た
い
し
、
体
験
の
背
後
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
ま
た

認
識
そ
の
も
の
が
現
れ
る
の
も
体
験
を
お
い
て
ほ
か
な
ら
な
い

し
、
ま
た
体
験
そ
の
も
の
に
関
す
る
意
識
は
体
験
そ
の
も
の
に

伴
っ
て
、
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
課
題
は
果
て
し
が
な
い
…
。
」
（
9
1
）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
体
験
と
理
解
が
も
は
や
自
己

と
他
者
に
振
り
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
理
解
の
問

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
性
が
、
体
験
す
る
者
自
身
の
自
己
理
解
の
中
に
も
及
ん
で
く

る
よ
う
な
地
平
で
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
哲
学
的

に
決
定
的
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
・
。
）

三
 
表
現
と
理
解
の
関
連
に
つ
い
て

 
と
こ
ろ
で
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
自
己
理
解
も
ま
た
、

体
験
の
直
接
的
な
解
明
か
ら
生
ず
る
こ
と
は
で
き
ず
、
表
現
と

い
う
迂
回
路
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
は
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
に
お
け
る
理
解
論
の
表
現
の
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
本
質
的
意
義
を
惑
い
出
す
の
で
あ
る
（
1
2
）
つ
ま
り
、
「
人
面
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
分
自
身
の
表
現
を
通
じ
て
は
じ
め
て
自
己
自
身
を
理
解
す
る

の
で
あ
る
。
」
（
2
2
）
と
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
わ
れ
わ
れ
が
ど
の

よ
う
に
し
て
発
展
し
て
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
な
っ
た
の
か
を
、

忘
れ
去
ら
れ
た
古
い
手
紙
や
写
真
な
ど
の
資
料
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
生
が
自
己
自
身
を
そ

の
深
み
か
ら
明
ら
か
に
知
る
の
は
、
つ
ね
に
表
現
を
通
し
て
の

理
解
に
ま
つ
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
お
）

 
こ
の
よ
う
に
、
表
現
は
あ
る
者
の
内
部
を
他
の
者
に
伝
え
る

た
め
の
人
間
同
士
の
交
渉
で
は
な
く
、
自
己
の
生
の
理
解
を
も

含
め
た
す
べ
て
の
理
解
の
必
然
的
な
前
提
条
件
に
他
な
ら
ず
、

一8一



そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
と
理
解
の
連
関
が
真
に
哲
学
的
な
重

要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
％
）
た
だ
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

概
念
以
前
の
所
与
を
解
釈
す
る
際
の
一
般
的
な
問
題
に
は
、
対

象
自
身
の
不
明
確
な
問
題
設
定
に
困
難
が
伴
う
と
い
う
理
由
で

と
り
あ
げ
る
こ
と
を
し
な
い
。
そ
こ
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
表
現

の
中
に
生
が
固
定
さ
れ
た
事
柄
の
み
を
取
り
扱
う
。
こ
こ
で

「
表
現
と
は
、
問
題
設
定
の
方
向
に
よ
っ
て
も
は
や
変
わ
り
え

な
い
も
の
で
あ
り
、
表
現
と
い
う
不
動
の
形
態
に
お
い
て
、
生

自
身
の
な
か
で
た
え
ず
流
れ
去
っ
て
し
ま
う
境
界
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
」
（
％
）
も
の
を
さ
す
。
そ
れ
故
、
表
現
は
、
直
接

的
な
自
己
理
解
と
い
う
直
接
的
な
処
置
に
対
立
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
体
験
と
表
現
の
関
係
を
さ
ら
に
厳

密
に
区
別
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に

よ
れ
ば
、
体
験
は
表
現
を
含
む
、
あ
る
い
は
、
体
験
は
完
全
に

表
現
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
・
6
）
つ
ま

り
、
表
現
は
つ
ね
に
体
験
の
全
体
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

「
表
現
は
、
目
的
を
も
っ
た
ど
の
よ
う
な
行
為
と
も
区
別
さ
れ
、

こ
れ
ら
よ
り
も
一
段
深
い
層
へ
と
下
り
て
ゆ
く
。
」
（
7
2
）
も
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
体
験
と
表
現
は
互
い
に
完
全
に
対
応
し

て
い
る
、
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

 
四
 
基
本
的
理
解
の
媒
体
と
し
て
の
「
客
観
的
精
神
」

 
と
こ
ろ
で
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
理
解
の
形
式
は
「
基
本

的
理
解
」
の
形
式
（
臼
①
巴
①
B
①
谷
底
魯
司
○
困
ヨ
①
口
q
Φ
ω
＜
①
〒

ω
げ
魯
雪
。
。
）
と
「
高
次
の
理
解
」
の
形
式
（
臼
①
ま
げ
霞
雪

国
。
同
日
①
⇒
α
①
ω
＜
①
屋
譜
げ
①
話
）
の
二
つ
に
区
分
で
き
る
の
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
が
、
「
も
と
も
と
理
解
と
は
、
表
現
の
理
解
の
こ
と
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
表
現
と
は
、
体
験
の
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ

に
彼
（
デ
ィ
ル
タ
イ
）
の
解
釈
学
に
お
け
る
基
礎
概
念
と
し
て
、

体
験
、
表
現
、
理
解
と
い
う
一
連
の
概
念
が
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
」
（
2
8
）
基
本
的
理
解
と
は
、
た
と
え
ば
ハ
ン
マ
ー
を
打
ち
お

ろ
す
人
間
の
行
為
は
一
定
の
目
的
が
存
在
す
る
ζ
と
を
わ
れ
わ

れ
に
示
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
生
の
個
々
の
表
現
の
解
釈

に
他
な
ら
な
い
。
-
そ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
・
そ
の
行
為
を
個
々

の
生
の
表
現
と
み
な
し
は
す
る
が
、
そ
れ
を
生
の
連
関
の
全
体

ま
で
遡
っ
て
理
解
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
各
々

の
行
為
の
表
面
的
把
握
の
段
階
の
域
を
越
え
る
こ
と
は
し
な
い
。

す
な
わ
ち
、
「
基
本
的
理
解
に
お
い
て
は
、
表
現
と
表
現
さ
れ

た
精
神
的
な
も
の
と
の
連
関
が
有
す
る
共
通
性
を
媒
介
と
し
て
、

生
の
表
現
が
あ
る
種
の
精
神
的
な
も
の
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
、

意
識
的
な
類
比
推
理
の
過
程
を
経
な
い
で
、
最
初
か
ら
明
ら
か

と
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
9
2
）
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
基
本
的
理
解
に
お

い
て
理
解
さ
れ
る
も
の
は
、
個
々
の
人
間
と
い
う
よ
り
も
、
む
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し
ろ
共
通
性
と
い
う
特
徴
を
担
っ
た
個
々
の
人
間
に
他
な
ら
な

い
。 

そ
れ
と
の
関
連
で
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
「
客
観
的

精
神
」
の
理
論
の
中
に
基
本
的
理
解
の
理
論
を
は
め
込
む
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
「
客
観
的
精
神
」
が
「
客
観

的
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
精
神
科
学
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、

主
観
か
ら
解
き
離
さ
れ
、
主
観
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
碍
①
σ
q
Φ
〒

¢
び
Φ
〒
卑
Φ
冨
昌
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
歴
史
的
・
文
化
的
に

制
約
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
と
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
（
国
．

ω
嘆
碧
σ
q
①
♪
一
八
八
ニ
ー
一
九
六
三
）
の
い
う
「
規
範
的
精
神
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
（
3
。
）
そ
れ
と
の
関
連
で
ダ
ン
ナ
ー

（
缶
・
U
p
嘗
①
♪
一
九
四
一
一
）
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
言
う
「
精
神
」

と
「
生
」
の
間
の
類
似
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ま
た
、
一
切
の
『
精
神
的
』
能
作
（
冒
①
置
け
毒
σ
q
）
の
顕
現
態

が
文
化
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
理
解
の
媒
体
と
し
て
の
『
客
観
的
精
神
』
と
い
う
デ
ィ
ル
タ

イ
の
概
念
は
、
文
化
と
い
う
概
念
か
ら
．
も
さ
ほ
ど
隔
た
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
」
（
1
3
）

 
こ
の
「
客
観
的
精
神
に
よ
っ
て
、
個
々
の
生
の
表
出
の
共
通

の
基
盤
が
回
復
さ
れ
、
そ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
が
理
解
可
能
な
も
の
」
（
3
2
）
と
な
り
、
こ
の
結
果
、
決
定

的
な
方
向
転
換
が
可
能
と
な
る
と
ボ
ル
ノ
ー
は
確
信
す
る
。
つ

ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
「
精
神
科
学
の
問
題
設
定
に
な
ら
っ
て
、

理
解
の
対
象
は
つ
ね
に
特
殊
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
出
発
し
な
が
ら
、
考
察
の
方
向
が
今
や
他
な
ら
ぬ
一
般
的
な

 
 
 
 

も
の
、
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
『
浸
さ
れ
」
て
お
り
、
た
が
い
に

理
解
し
合
う
場
で
あ
る
、
『
共
通
性
の
媒
体
』
へ
と
変
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
」
（
3
3
）
と
、
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
Q
ヘ
ー
ゲ
ル
（
Ω
．
芝
．
国
●
団
①
σ
q
鼻
一
七
七
〇
一
一
八
三
一
）

か
ら
受
け
継
が
れ
た
こ
の
「
客
観
的
精
神
」
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ

に
よ
っ
て
「
理
解
さ
れ
た
歴
史
的
世
界
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

個
々
の
生
の
表
出
、
た
と
え
ば
単
語
・
文
章
・
身
振
り
・
儀
礼
・

芸
術
作
品
及
び
歴
史
的
行
為
な
ど
が
こ
の
「
客
観
的
精
神
の
王

国
」
（
デ
ィ
ル
タ
イ
）
に
お
い
て
理
解
さ
れ
う
る
の
は
、
あ
る

共
通
性
が
自
己
を
語
る
者
と
理
解
す
る
者
と
を
結
び
つ
け
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
、
と
ボ
ル
ノ
ー
は
考
え
る
。
（
4
3
）
人
間
は
一
人

一
人
、
こ
の
共
通
性
の
領
域
の
中
で
体
験
し
、
思
考
し
、
行
動

す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
理
解
す
る
、
と
考
え
る
な
ら
ば
、
彼

は
こ
の
生
得
の
共
通
性
と
い
う
特
定
の
雰
囲
気
の
中
で
生
活
し
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
の
意
味
を
理
解
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
（
・
，
）

「
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
雰
囲
気
の
う
ち
に
生
き
、
ま
た
か
か

る
雰
囲
気
に
絶
え
ず
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
…
略
…
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
理
解
さ
れ
た
世
界
の
到
る
所
に
馴
染
ん

で
い
て
（
≦
ぼ
ω
言
q
ぼ
往
①
の
霞
σ
q
Φ
の
。
げ
一
〇
げ
け
匡
。
げ
①
昌
信
⇒
Ω
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＜
Φ
話
鼠
＆
①
器
重
言
①
空
位
σ
円
p
一
一
戸
出
窪
ω
①
）
、
そ
し
て
一
切

の
事
物
の
意
義
（
創
①
目
o
Q
ぎ
⇒
）
や
意
味
（
U
一
①
】
W
Φ
餌
①
暮
舅
σ
q
）

を
理
解
す
る
。
わ
れ
わ
れ
自
身
が
か
か
る
共
通
性
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
」
（
6
3
）
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
す
べ
て
の
理
解
可
能
な
も
の
は
、
た
ん
に
芸
術
や
学
問
な
ど

の
高
度
の
精
神
的
形
成
物
の
み
な
ら
ず
、
「
樹
木
を
植
え
た
広

場
」
や
「
ソ
フ
ァ
ー
の
置
い
て
あ
る
居
間
」
と
い
う
日
常
生
活

全
般
の
名
称
に
も
及
ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
も
は

や
二
人
の
人
格
の
間
で
起
こ
る
理
解
の
出
来
事
が
重
要
な
の
で

は
な
く
、
共
通
の
媒
体
の
「
中
で
」
の
出
来
事
が
生
起
し
、
個

別
が
出
会
う
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
（
7
3
）
「
客
観
的
精

神
と
は
、
個
人
間
に
あ
て
は
ま
る
共
同
性
を
客
観
化
し
て
、
感

覚
の
世
界
に
あ
ら
し
め
た
い
ろ
い
ろ
な
形
式
で
あ
る
」
（
8
3
）
と
デ
ィ

ル
タ
イ
は
述
べ
て
い
る
。

五
 
ボ
ル
ノ
ー
の
デ
ィ
ル
タ
イ
「
客
観
的
精
神
」
批
判

 
と
こ
ろ
で
ボ
ル
ノ
ー
の
興
味
深
い
指
摘
に
よ
れ
ば
、
上
述
の

新
し
い
理
論
に
よ
っ
て
、
「
ま
ず
個
々
の
人
間
が
存
在
し
て
、

そ
れ
か
ら
両
者
間
の
理
解
に
よ
る
結
合
が
い
か
に
お
こ
る
か
？

と
い
う
問
い
は
生
ず
る
余
地
が
な
い
」
（
・
、
）
こ
と
に
な
る
。
ポ
ル

ノ
ー
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
九
十
年
忌
に
至
る
ま
で
、

「
両
者
の
結
合
が
可
能
な
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
中
に
働
く

何
ら
か
の
力
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
個
々
の
人
間
の

差
は
、
こ
れ
ら
の
力
の
も
つ
量
的
な
関
係
に
よ
る
に
す
ぎ
な

い
。
」
（
0
4
）
と
い
う
古
ぼ
け
た
理
論
に
し
が
み
つ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
し
か
し
現
実
は
そ
う
で
は
な
く
、

「
共
通
性
と
い
う
媒
体
」
が
ま
ず
あ
っ
て
、
こ
の
特
定
の
「
雰

囲
気
」
の
中
に
浸
さ
れ
て
わ
れ
わ
れ
は
存
在
す
る
。
換
言
す
れ

ば
、
理
解
が
可
能
な
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
媒
体
の
中
に
共

通
に
浸
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
（
1
4
）
ボ
ル
ノ
ー
の
こ
う

し
た
鋭
い
指
摘
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
理
解
の
方
向
づ
け
が

こ
こ
で
決
定
的
に
転
換
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、

「
ま
ず
私
が
個
々
の
人
間
を
理
解
し
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
客
観

的
形
成
物
の
理
解
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
わ
れ
わ

れ
は
、
ま
ず
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
い
て
い
る
客
観
的
精
神
と
い

う
共
通
性
を
理
解
し
、
そ
の
後
、
い
わ
ば
こ
の
客
観
的
精
神
に

よ
っ
て
、
他
の
個
々
の
人
間
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
2
4
）
と
。

つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
も
は
や
個
々
の
人
間
が
理
解
さ
れ
る
の
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
な
く
、
彼
が
そ
こ
で
他
者
と
の
共
通
性
を
思
い
出
す
世
界
が

理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
の
現
わ
れ
が
こ

の
よ
う
に
共
同
的
な
も
の
に
た
や
す
く
組
み
込
ま
れ
る
の
は
、

客
観
的
精
神
が
組
織
だ
っ
た
秩
序
を
そ
れ
自
体
の
中
に
含
ん
で

い
る
か
ら
」
（
3
4
）
に
他
な
ら
な
い
。

 
換
言
す
れ
ば
、
「
人
間
が
共
同
体
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る

，
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か
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
人
間
が
つ

ね
に
す
で
に
共
同
体
の
中
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な

る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
、
こ
の
理
解
も
ま
た
同
時
に
人
間
の
根

源
的
な
本
質
に
属
し
て
い
る
。
子
供
が
、
す
で
に
自
分
と
世
界

の
関
係
の
中
で
自
分
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ

る
。
」
（
4
4
）
こ
の
点
を
西
村
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
す
な

わ
ち
、
相
互
に
独
立
な
個
人
個
人
の
う
ち
に
同
形
的
な
要
素
を

認
め
、
そ
し
て
一
個
人
が
他
の
個
人
を
理
解
で
き
る
所
以
を
根

拠
づ
け
た
、
あ
の
個
々
の
も
の
か
ら
全
体
へ
と
向
か
う
行
き
方

は
、
む
し
ろ
逆
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
個
人
個
人
は
最
初
か
ら
共
通
性
と
い
う
媒
介
の
中
に
生
存

さ
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
ゆ
え
に
こ

そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
互
い
に
理
解
し
合
え
る
の
だ
と
い
う
よ
う

に
、
全
体
か
ら
個
々
の
も
の
へ
向
か
う
と
い
う
行
き
方
が
本
来

の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
5
4
）
と
。
こ
の
よ
う
に
、

デ
ィ
ル
タ
イ
が
基
本
的
理
解
と
名
づ
け
た
理
解
の
形
式
は
、
個
々

の
人
間
で
は
な
く
、
共
通
性
も
し
く
は
中
立
性
を
も
っ
た
人
間

の
生
に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
ポ
ル
ノ
！
は
次
の
よ

う
な
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
・
あ
る
人
が
笑
っ
て
い
る
姿

を
私
が
見
る
場
合
、
私
は
そ
こ
で
彼
が
笑
っ
て
い
る
事
柄
を
理

解
し
、
そ
れ
を
「
客
観
的
精
神
」
と
解
す
る
。
こ
の
特
定
の
人

間
の
「
笑
い
」
と
い
う
表
出
は
、
共
通
性
・
中
立
性
を
も
っ
た

人
間
の
生
の
中
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
6
4
）

 
と
こ
ろ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
継
承
し
た
上
述
の
「
客
観
的
精
神
」

は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
は
、
「
感
覚
的
世
界
に
お
け
る
精

神
的
な
も
の
の
表
出
と
同
じ
意
味
の
も
の
」
（
7
4
）
で
あ
っ
た
が
、

ボ
ル
ノ
ー
は
こ
こ
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
こ
の
概
念
を
導
入
し
た

思
考
過
程
の
問
題
点
を
次
の
二
点
に
看
て
取
り
批
判
し
て
い
る
。

第
一
に
、
私
は
理
解
さ
れ
た
も
の
を
「
客
観
的
精
神
」
と
解
す

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
理
解
の
可
能
性
を
自
分
に
納
得
さ
せ

る
の
だ
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
客
観
的
精
神
』
概
念
は
、
生
の

表
出
の
三
領
域
（
筆
者
註
：
①
思
考
上
の
形
成
物
、
た
と
え
ば

概
念
や
判
断
の
論
理
的
理
解
 
②
種
々
の
行
為
の
技
術
的
理
解

③
体
験
の
表
現
の
理
解
）
の
う
ち
、
根
本
的
に
は
、
純
粋
な
体

験
の
表
現
に
し
か
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
領
域
の

理
解
に
お
い
て
は
、
先
述
し
た
「
理
解
の
中
立
性
」
と
い
う
指

標
そ
の
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ボ
ル
ノ
ー

は
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
（
8
4
）

 
第
二
に
デ
ィ
ル
タ
イ
が
例
に
挙
げ
る
「
文
」
「
手
仕
事
の
方

法
」
「
挨
拶
の
仕
方
」
は
、
先
述
の
生
の
表
出
の
三
つ
の
形
式

に
な
る
ほ
ど
合
致
し
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
そ
の
ま
ま
精
神
的
な
る
も
の
の
客
観
化
と
し
て
、
共
通
な

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
ボ
ル
ノ
ー
は
疑
問
を

呈
す
る
。
（
9
4
）
な
ぜ
な
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
「
体
験
の
表
現
」
の

3
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具
体
例
と
し
て
、
以
前
に
は
「
驚
き
の
身
振
り
」
を
引
き
合
い

に
出
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
理
解
と
客
観
的
精

神
と
の
連
関
の
説
明
に
際
し
て
は
、
「
驚
き
の
身
振
り
」
か
ら

「
挨
拶
の
仕
方
」
に
今
度
は
差
し
か
え
て
説
明
し
て
い
る
点
を

ボ
ル
ノ
ー
は
鋭
く
指
摘
し
て
、
そ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
置
き
換
え

に
は
次
の
深
い
理
由
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
純
粋
な
驚

き
の
身
振
り
は
人
間
か
ら
人
間
へ
直
接
理
解
で
き
、
そ
の
間
の

共
通
の
歴
史
的
媒
体
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
の
点
に
関
し
て
、

ポ
ル
ノ
！
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
そ
の
た
め
に
、
こ

の
理
解
（
筆
者
註
：
驚
き
の
身
振
り
）
は
、
ま
っ
た
く
別
の
文

化
圏
の
人
間
同
志
、
そ
れ
ば
か
り
か
動
物
に
対
し
て
も
可
能
な

の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
両
者
を
結
合
す
る
た
め
の
、
つ
ね
に
歴

史
的
な
も
の
で
あ
る
客
観
的
精
神
は
問
題
と
な
り
え
な
い
の
で

あ
る
。
」
（
5
。
）
と
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
「
挨

拶
の
仕
方
」
と
い
う
「
恣
意
的
記
号
」
の
グ
ル
ー
プ
の
例
を
引

き
合
い
に
出
さ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
た
め
に
、
客
観
的
精
神
の

な
か
に
定
着
し
て
い
る
共
通
の
伝
統
の
重
要
性
は
明
確
に
な
る

も
の
の
、
一
方
で
他
な
ら
ぬ
純
粋
な
意
味
で
の
表
現
の
性
格
は

喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
ボ
ル
ノ
ー
は
「
驚

き
の
身
振
り
」
と
「
挨
拶
の
仕
方
」
を
共
通
に
捉
え
る
一
つ
の

包
括
的
な
理
論
な
ど
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う

え
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
客
観
的
精
神
の
事

実
な
い
し
現
実
性
を
否
認
し
な
い
限
り
、
理
解
可
能
な
も
の
の

領
域
が
「
客
観
的
精
神
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
よ
り
も
ず
っ

と
広
い
こ
と
が
明
ち
か
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
客
観
的
精

神
か
ら
理
解
可
能
な
も
の
の
領
域
全
体
を
捉
え
る
こ
と
の
不
可

能
性
が
、
充
分
証
明
で
き
る
」
（
1
5
）
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ボ
ル
ノ
ー
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
い

う
と
こ
ろ
の
「
客
観
的
精
神
」
概
念
の
不
充
分
さ
を
以
下
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
一
般
的
な
生
理
解
と
世
界
理
解
の

概
念
を
、
客
観
的
精
神
に
お
け
る
理
解
と
同
じ
意
味
に
と
っ
て

は
な
ら
な
い
（
2
5
）
と
し
た
う
え
で
、
「
客
観
的
精
神
の
現
象
を
、

む
し
ろ
こ
の
生
と
世
界
理
解
の
中
で
の
、
一
つ
の
よ
り
狭
い
、

さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
必
要
と
す
る
事
実
と
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
」
（
・
、
）
と
ボ
ル
ノ
ー
は
確
信
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ポ
ル

ノ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
こ
の
一
般
的
な
「
世
界
理
解
お
よ

び
生
理
解
」
の
領
域
は
、
「
精
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の

の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
精

神
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
理
論
で
は
、
充
分
包
括
的
に
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
4
5
）
こ
と
に
な
る
。

六
 
基
本
的
理
解
か
ら
高
次
の
理
解
へ
の
移
行

 
と
こ
ろ
で
理
解
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
基
本
的
理
解
だ
け
に

限
定
さ
れ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
人
間
の
個
性
の
特
質
に
つ
い
て
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は
、
す
べ
て
基
本
的
理
解
に
お
け
る
共
通
性
の
背
後
に
消
し
去

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
そ
こ
で
デ
ィ
ル
タ

イ
は
、
理
解
の
解
釈
学
の
主
要
論
点
と
し
て
個
性
の
把
握
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
（
5
5
）
そ
れ
と
の
関
連
で
、
ボ
ル
ノ
ー

は
デ
ィ
ル
タ
イ
本
来
の
関
心
を
高
次
の
理
解
の
う
ち
に
見
よ
う

と
試
み
て
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
「
基
本
的
理
解
に
お
い
て

は
、
個
々
の
生
の
表
出
と
、
そ
の
意
味
の
間
の
関
係
が
問
題
で

あ
っ
た
が
、
高
次
の
理
解
に
お
い
て
は
、
『
生
の
連
関
の
全
体
』

が
関
わ
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
の
表
出
の
全
体

か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
（
5
6
）
基
本
的
理
解
は
人
間
の

平
凡
な
日
常
生
活
の
生
の
連
関
の
中
に
生
き
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
「
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
間
に
属
し
て
い
て
、
そ
の

た
め
に
は
特
別
の
能
力
な
ど
必
要
と
し
な
い
。
」
（
7
5
）
そ
れ
故
、

ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
、
概
念
的
思
考
を
理
解
の
最
上
位
に
置
く

の
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
む
し
ろ
基
本
的
理
解
こ
そ
が
、
あ
ら

ゆ
る
概
念
的
思
考
の
大
前
提
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

 
こ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー
は
基
本
的
理
解
か
ら
高
次
の
理
解
へ
の
移

行
の
際
、
与
え
ら
れ
た
生
の
表
出
と
理
解
者
の
内
的
隔
絶
が
大

き
い
ほ
ど
、
不
確
実
さ
（
β
〕
．
b
［
の
一
〇
一
P
①
同
｝
P
①
一
け
）
と
「
妨
げ
」

（
ω
a
困
巨
σ
q
①
昌
）
が
増
大
し
、
こ
れ
を
い
か
に
解
消
す
る
か
が

課
題
と
な
る
、
と
考
え
て
い
る
。
（
8
5
）
い
ず
れ
の
場
合
も
、
体
験
・

表
現
・
理
解
の
通
常
の
連
関
が
引
き
裂
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
私
が
少
し
も
予
期
し
て
い
な
い
時
に
誰
か
が
私
に

対
し
て
冷
笑
し
た
場
合
、
私
は
な
ぜ
そ
の
人
が
笑
っ
た
の
か
そ

の
態
度
を
理
解
で
き
な
い
。
ボ
ル
ノ
ー
は
こ
の
瞬
間
か
ら
、
つ

ま
り
「
不
確
実
さ
」
や
「
妨
げ
」
が
生
じ
た
瞬
間
か
ら
高
次
の

理
解
の
仕
事
へ
の
移
行
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
。
私
は
こ
こ

で
当
該
の
人
物
の
特
殊
な
生
活
環
境
な
ど
を
含
む
彼
の
全
生
活

を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
理
解
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
解
明
し
よ
う
と
努
め
る
。
（
5
9
）
そ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー
は
次
の

こ
と
を
確
信
す
る
。
つ
ま
り
、
「
私
は
基
本
的
理
解
が
挫
折
し
、

私
が
も
は
や
そ
れ
以
上
理
解
で
き
な
い
事
柄
に
ぶ
つ
か
る
。
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
ロ
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
理
解
の
高
次
の
形
式
が
発
動
す
る
の
は
、
こ
の
理
解
し
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
と
い
う
事
実
に
直
面
し
た
と
き
」
（
・
。
）
に
他
な
ら
な
い
、
と
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
基
本
的
理
解
か
ら
高
次
の
理
解
へ
の
移

行
は
理
論
的
な
知
識
欲
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
生
自
身
の

必
然
性
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
不
確
実
さ
や
妨
害
を
通
し

て
初
め
て
理
解
が
意
識
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
点
を
西
村
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
デ
ィ
ル
タ

イ
も
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
精
神
生
活
の
中
心
を
な
し
て
い
る
情
意

に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
外
界
は
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
世
界
の
中

に
実
在
性
を
も
つ
に
い
た
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
」
（
1
6
）
（
傍

点
筆
者
）
と
。
こ
の
抵
抗
と
し
て
の
外
界
で
あ
る
社
会
・
諸
制

度
・
諸
組
織
と
い
う
客
観
的
精
神
の
世
界
に
あ
っ
て
、
な
お
か
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つ
個
性
の
力
が
内
面
的
に
加
わ
る
所
に
精
神
世
界
は
成
立
す
る

の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
高
次
の
理
解
の
中
心
課
題
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
（
2
6
）

七
 
高
次
の
理
解
と
し
て
の
個
別
性
の
理
解

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
高
次
の
理
解
が
基
本
的
理
解
の
不
確
か
さ

か
ら
始
ま
る
と
い
う
事
実
は
も
う
一
つ
の
問
題
へ
と
発
展
し
て

ゆ
く
、
と
ボ
ル
ノ
ー
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
基
本
的
理

解
の
中
に
あ
る
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
、
い
つ
も
「
生
の
連

関
全
体
」
に
戻
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
今
や
次
の

こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
れ
ま
で
の
平
均
性
の
地
平

で
は
も
は
や
理
解
し
え
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
の
人

間
の
表
現
と
し
て
、
理
解
可
能
と
な
る
。
」
（
・
3
）
重
要
な
の
は
、

基
本
的
理
解
の
吟
味
の
中
で
、
ま
さ
に
遮
断
さ
れ
ざ
る
を
え
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
っ
た
個
別
性
の
概
念
が
、
こ
こ
で
前
面
に
出
て
く
る
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。
（
4
6
）
全
体
へ
の
遡
及
は
つ
ね
に
個
別
性
へ
の
遡
及

で
あ
り
、
こ
こ
に
個
別
性
が
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
、
そ

の
点
を
ボ
ル
ノ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
こ
の
全
体
へ
の
遡
及
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
ま
ず
一
般
的
に

人
間
難
生
の
お
か
れ
て
い
る
一
般
的
な
平
均
性
の
領
域
か
ら
、

連
関
を
も
っ
た
個
々
の
特
定
の
形
態
が
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

特
定
の
生
の
統
一
の
全
体
へ
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
均
性
と

一
般
性
と
い
う
、
一
般
的
媒
体
が
粉
砕
さ
れ
る
。
こ
の
媒
体
は
、

今
や
連
関
を
も
っ
た
内
的
構
造
を
獲
得
し
、
そ
の
中
で
個
別
性

が
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
・
5
）
と
。
し
か
し
、
ボ
ル
ノ
ー
は
、

「
基
本
的
理
解
が
、
平
均
性
の
な
か
で
働
い
て
お
り
、
高
次
の

理
解
に
お
い
て
は
じ
め
て
個
別
性
が
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

両
者
の
関
係
へ
の
洞
察
か
ら
、
自
己
理
解
の
本
質
へ
の
一
層
深

い
洞
察
が
生
ま
れ
る
」
（
6
6
）
と
い
う
、
上
述
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
見

解
に
は
次
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
ず
る
、
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
自
己
自
身
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
人
間
は
自
己
の
表
現

を
迂
回
す
る
以
外
に
な
い
と
い
う
先
の
論
考
は
、
直
接
的
な
生

の
理
解
と
矛
盾
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
世
界
と
自
分
と

の
関
係
の
な
か
で
、
つ
ね
に
す
で
に
自
己
を
理
解
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
あ
え
て
そ
の
表
出
を
解
釈
す
る
必
要
は
な
い

と
い
う
事
実
と
、
矛
盾
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
自
己
自
身
に
つ

い
て
の
直
接
的
な
理
解
と
、
表
現
の
迂
回
の
必
然
性
の
主
張
と

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
こ
こ
で
問
わ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ポ
ル
ノ
：
は
明
確
に
次
の

よ
う
な
解
答
を
用
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
表
現
を
迂
回

す
る
必
然
性
は
、
高
次
の
理
解
に
は
妥
当
し
て
も
、
基
本
的
理

解
に
は
妥
当
し
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
迂
回
の
必
然
性
は
、

自
分
自
身
を
そ
の
個
別
性
に
お
い
て
理
解
す
る
場
合
に
の
み
妥

当
す
る
。
要
す
る
に
、
私
が
私
自
身
を
直
接
理
解
す
る
よ
う
な

一 15 一

ボ
ル
ノ
ー
に
お
け
る
「
デ
ィ
ル
タ
イ
思
想
」
解
釈
の
一
考
察



ボ
ル
ノ
ー
に
お
け
る
「
デ
ィ
ル
タ
イ
思
想
」
解
釈
の
一
考
察

理
解
は
、
す
べ
て
基
本
的
理
解
で
あ
り
、
こ
の
理
解
は
、
私
自

身
を
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
平
均
性
の
な
か
で
と
ら
え
て
お
り
、

こ
れ
に
対
し
て
、
私
自
身
を
他
人
と
は
異
な
っ
た
、
私
の
形
態

と
し
て
理
解
す
る
理
解
は
、
す
べ
て
表
現
を
迂
回
す
る
以
外
に

は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
」
（
7
6
）
と
。
、

 
以
上
の
ボ
ル
ノ
ー
の
言
説
は
、
「
私
は
直
接
的
な
自
己
理
解

の
な
か
で
私
に
つ
い
て
一
体
何
を
理
解
で
き
る
の
か
、
と
問
う

時
に
確
か
な
も
の
に
な
る
。
」
（
6
8
）
つ
ま
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身

が
、
「
私
が
私
を
私
の
特
殊
性
に
お
い
て
見
よ
う
と
す
る
場
合
、

私
は
い
ず
れ
に
せ
よ
表
現
と
い
う
迂
回
に
頼
っ
て
い
る
」
（
6
9
）
と

考
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
他
者
の
理
解
で
は
な
い
自
己
理
解
の
以

下
の
よ
う
な
困
難
さ
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
他
者
は
「
外
」

か
ら
見
え
る
が
、
自
己
自
身
は
「
内
」
か
ら
し
か
見
え
な
い
と

い
う
事
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
自
己
理
解
は
他
者

に
よ
る
理
解
を
経
由
し
て
初
め
て
可
能
と
な
る
、
と
い
う
困
難

が
生
ず
る
。
（
0
7
）

八
 
結
び
に
代
え
て

 
以
上
、
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
理
解

を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
論
述

の
方
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
一
面
的
な
誇
張
を
避
け
、
簡
略
化
し
た

図
式
や
要
約
を
極
度
に
嫌
う
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
彼

独
特
の
慎
重
な
表
現
を
生
み
出
す
結
果
に
な
っ
た
、
と
ボ
ル
ノ
ー

は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
基
本

的
態
度
の
詳
細
な
提
示
は
、
あ
る
程
度
無
視
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
の
代
わ
り
、
ボ
ル
ノ
ー
の
眼
を
通
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ

自
身
が
表
面
的
に
し
か
示
さ
な
か
っ
た
基
本
線
を
再
検
討
す
る

こ
と
で
、
そ
こ
に
存
す
る
意
義
や
矛
盾
点
を
可
能
な
限
り
明
瞭

に
描
き
出
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
デ
ィ
ル
タ
イ
思
想
の
中
核
の
一
つ
で
あ
る
「
表
現

と
理
解
」
概
念
か
ら
展
開
さ
れ
る
べ
き
、
精
神
科
学
的
教
育
学

も
し
く
は
解
釈
学
的
教
育
学
へ
の
具
体
的
移
行
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
触
れ
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
以
上
、

わ
れ
わ
れ
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
理
解
」
概
念
を
ボ
ル
ノ
ー
に
即

し
つ
つ
批
判
的
に
吟
味
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
理
解
は
、

精
神
科
学
的
教
育
学
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。

ま
た
、
理
解
は
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
お
き
く
依
拠
し
て
い
る
精
神

科
学
的
教
育
学
に
と
っ
て
不
可
欠
の
認
識
行
為
に
ほ
か
な
ら
な

い
が
、
そ
の
う
え
で
問
題
は
教
育
学
に
と
っ
て
こ
の
理
解
と
い

う
行
為
が
い
か
な
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、

と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
が
次
の
機
会
に
、
さ
ら
に

深
く
掘
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
（
1
7
）
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＜
σ
q
r
即
U
9
こ
口
び
ζ
Φ
爵
9
・
δ
σ
Q
皆
目
α
．
餓
目
ド

 
 
9
8
言
①
毒
σ
q
昼
α
霞
℃
巴
p
σ
q
・
σ
q
量
国
唇
。
・
け
国
Φ
ぎ
冨
a
け

 
 
．
＜
①
巨
品
〕
ζ
最
魯
睾
ゆ
霧
①
鋼
一
Φ
刈
Φ
．
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H
．
ダ
ン
ナ
ー
著
、
『
意
味
へ
の
教
育
』
（
ラ
ン
ゲ
フ
ェ
ル
ド
と

 
 
の
共
著
）
山
崎
高
哉
監
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
、

 
第
一
刷
、
二
三
〇
頁
参
照
。

（
3
1
）
ダ
ン
ナ
ー
著
、
前
掲
書
、
二
三
〇
頁
。

（
3
2
）
ρ
円
b
d
9
ぎ
○
白
”
∪
ロ
爵
Φ
零
ω
」
逡
●

（
3
3
）
○
●
周
●
b
d
O
一
一
ロ
O
≦
》
P
P
O
・
ω
●
お
ら
．

（
3
4
）
＜
σ
q
r
O
●
即
b
d
O
に
口
。
≦
噂
P
P
ρ
ω
」
㊤
9

（
3
5
）
・
＜
σ
q
r
O
。
国
．
b
d
9
ぎ
。
≦
u
P
9
。
ρ
ω
」
Φ
α
．

（
3
6
）
・
西
村
皓
著
、
『
人
間
観
と
教
育
』
一
一
〇
頁
。

（
3
7
）
＜
σ
q
r
O
』
。
b
u
・
旨
。
牽
9
喜
①
ざ
の
」
⑩
①
・

（
3
8
）
U
 
爵
Φ
図
．
Ω
①
＄
目
B
①
ぎ
ω
。
げ
隷
8
P
 
。
。
α
』
．
ω
．
・
。
O
c
。
．

（
3
9
）
○
司
』
・
旨
。
ぎ
初
年
①
唄
．
ω
」
⑩
①
・

（
4
0
）
○
●
国
．
ゆ
。
＝
づ
○
≦
”
9
．
P
O
．
ω
」
㊤
①
。

（
4
1
）
＜
σ
q
r
O
●
円
ゆ
○
 
5
0
≦
”
P
p
●
○
・
ω
」
Φ
①
。

（
4
2
）
○
・
国
●
b
d
O
一
一
づ
。
零
”
p
．
P
．
○
．
ω
・
お
①
．

（
4
3
）
U
肖
爵
Φ
k
．
Ω
①
の
9
5
B
Φ
＝
Φ
ω
o
げ
隊
津
①
P
b
d
α
●
刈
・
ω
・
b
。
O
⑩
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

（
4
4
）
○
・
国
9
b
d
O
一
ぎ
。
≦
噂
U
ロ
爵
Φ
ざ
ω
」
⑩
S

（
4
5
）
西
村
皓
著
、
『
人
間
観
と
教
育
』
一
〇
五
-
六
頁
。

（
4
6
）
＜
σ
q
『
○
』
』
。
ぎ
。
ヨ
U
ロ
け
9
団
．
ω
」
⑩
S

（
4
7
）
○
．
団
・
b
d
o
三
遍
○
≦
”
ゆ
．
p
・
ρ
ω
」
⑩
刈
●
．
「

（
4
8
）
＜
屯
こ
○
●
国
．
b
σ
○
俗
気
。
≦
”
p
・
P
O
・
ω
」
⑩
○
。
．

 
 
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
優
れ
た
研
究
を
参
照
の
こ

 
 
と
。

 
 
堺
正
之
著
 
『
○
'
国
．
ボ
ル
ノ
ウ
に
お
け
る
解
釈
学
的
認
識
論

 
 
の
特
質
ー
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
中
心
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